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1. 貸出簿のチェック 

補助作業メニュー ⇒ 貸出簿チェック のボタンを実行してください。 

もし何らかの異常があれば次のような画面になりますので、図書番号を控えておいて後で説明す

る貸出簿編集で修正してください。 

 

 

 

2. 貸出簿再調整 

補助作業メニュー ⇒ 貸出簿再調整 のボタンを実行してください。 

運用の過程で、データテーブル間の連携が取れなくなる場合があります。 

そのような場合はまず次のようなことを行ってみてください。 

➢ 図書館システムは各種のデータテーブルが連携しながら動作しています。 

図書の貸出・返却の業務において、何かの原因で不調になった時に、この処理を実行すると、

貸出簿テーブルを元にデータテーブル間の再調整を行いますので、これを試してみてくださ

い。 
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3. 貸出簿の編集 

補助作業メニュー ⇒ 貸出簿の編集 のボタンを実行してください。 

 

図書の返却や貸出が不明になった時などの場合に貸出簿の調整を行ってください。 

➢ 正常に運用されているときは「貸出簿の編集」は不要ですが、貸出返却の業務でトラブルが

生じた場合はこの画面でを開いて、貸出簿の編集をしてください。 

➢ 貸出中の図書は貸出フラグが「１」になっています。このフラグを「空白」にすると、返却

されたことになります。（返却日も修正すること） 

➢ 間違って不要な貸出記録がある場合は、その場所にカーソルポインタを移動させて、“-”記

号のボタンを押すと、削除することが出来ます。 

➢ この貸出簿を変更した場合は、この画面を閉じるときに自動的に「貸出簿再調整」の画面が

表示されますので、“実行”してください。 

 

 

➢ フィルター機能（▼）を使って絞込をすることも出来ます。 

 

 

➢ 期間指定して貸出簿のレコードを削除 

 新年度更新処理をすると自動的に不要になった貸出履歴は削除されますので、この処理は

特に実行する必要はありません。 

  



 

4. データテーブルの修復 

データが不調になった時に次の処理を実行すると、修復できることがあります。この処理はデー

タテーブルの“インデックス”を作り直す作業をします。 

補助作業 ⇒ データテーブルの修復 に進みます。 

このような画面が出ますので、実行してください。 

 

 

 

 

 


